
 

 

 

イノベーションや事業開発における中小企業の優位性と弱点 

論文の主旨 

日本産業における中小企業は 99.7％の構成比を占め、日本産業に欠かせない存

在である。近年、大企業でもイノベーションや事業開発における方法論が数多く

示されるものの、組織的な要素によって、促進されないという問題が存在してい

る。ここで言うところの組織的な要素とは、主には①企業家機能、②意思決定の

迅速さ、にあるとされている。 

先行研究では、中小企業と大企業におけるイノベーションに至るプロセスに差

は認められていない。一方で、経営資源の制約は弱点となるため、それらを克服

するための方法を研究し、適用事例を示すことで、中小企業の発展に寄与できる

と考えた。 

中小企業には、イノベーションや事業開発に必要な組織的な要素である、①企

業家機能が高く、②意思決定の迅速さ、については大手企業よりも優位性がある

とされている。一方で、中小企業には経営資源の制約も多く、特に、資金面・組

織面の制約に直面し、イノベーションや事業開発の阻害要因となっていることが

数多く見受けられる。 

本論文では、中小企業の優位性を阻害することなく、中小企業における弱点で

ある、資金面の制約を政府等補助金の有効活用、組織面の制約を企業内での事業

開発ワークショップを通して克服した適用事例を示す。 
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